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ヤ ン ネル とも関連 がある .

9 　 マ ウ ス の P h a s i c  P a i n に 及 ぼ す ケ タ ミ ン の 影

響
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麻酔科学分野
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ケ タ ミ ン は他の麻酔薬と異なり強い 鎮痛作用を

有する静脈麻酔薬と して 知られて い る . その 作用

は s u b a n e sth e ti c 投 与量で 認め られ る と して い る .

しか しケタ ミ ン は ヒ トの慢性痔痛及び動物痛み モ

デル にお ける痛覚過敏に対する鎮痛効果をもた ら

す
一

方, 正常 の 捧痛闘値に及 ぼすケ タ ミ ン の 影響

に 関する明確なデ
ー

タ はまだ欠けて い る .

今 回の 実験 で は正常 の C 57 B L / 6 マ ウ ス に ケ タ

ミ ン の 腹腔内投与 (1 0
,
50 及び 10 0 m g / k g) を し

た後, 熱 ( r a di a n t h e at) , 機械的 ( Y o n F r e y h ai r ,

pi n p ri c k) , 電気刺激 ( fo ot sh o c k t e st) を与え, 同

量 の 食塩水の 注射を受けた pl a c e b o 群 と比較 し痛

覚圃値に対す る影響を調 べ た .

ケ タミ ン投与により, 熱刺激に対す る逃避反応

の 開値は変 わらず, 電 気刺激に よる v o c ali z ati o n

反応 に も影響が なか っ た . 電気刺激によるj u m p-

i n g 反応 の 闘値 は上 が っ た が , それ は ケ タ ミ ン に

よ る運動失調が原因 の 可能性が ある . ケタ ミ ンに

より v o n P r e y h ai r によ る機械的刺激に対する逃

避反応が なく な っ た が , pi n p ri c k t e st によ る機械

的刺激に は変化が見られなか っ た .

以上より, ケ タ ミ ン は マ ウス の p h a si c p ai n に

有意な鎮痛影響を与える こ とは考え にく い と思わ

れ る .

10　難治性頑痛を主訴とする脊椎転移癌に対する

持続クモ膜下鎮痛法の試み
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抗癌剤 ･ 照射療法
･ 大量麻薬

･ 鎮痛補助薬で捧

痛緩和で きな い 腰仙部脊椎転移癌3 症例 に持続ク

モ 膜下 ブロ ッ ク を施行 し た. ブ ロ ッ ク前平均モ ル

ヒネ投与量 767 m g / 日, 平均 V A S 9 . 3 ± 1 で, 腰

椎領域 ( L 4 - L l) ク モ 膜下腔 に カ テ
ー テ ル を留置

し脊麻用 ブ ビバ カ イ ン (0 .5 % ) を 5 0 ± 1 4 m g /

日より開始 した . 平均投与期間 2 ヶ 月で ブロ ッ ク

終 了時 ブ ビ バ カ イ ン は 6 0 ± O m g / 日で あ っ た .

ブ ロ ッ ク複 v A S O .7 ± 0 .5
*

( * P < 0 .0 1) と施

行前 に比 し著明に改善し体動時痛は消失, 大幅な

捧痛緩和を得た . 平均 モ ル ヒネ投与量 2 81 m g / 日

と減量で き全期間を通 じ感染症等の 合併症を認め

なか っ た . 本法は大量麻薬で緩和 できない 神経圧

迫性頑痛を主訴とする末期癌患者 に適応を限れば

有用な方法 と考え られた .

1 1 　 メ キ シ レ チ ン が 奏 効 し た 帯 状 疱 疹 後 神 経 痛 の

2 症 例
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帯状癌疹痛は耐 えが た い 痔痛を伴うに も関わら

ず, 治療に難渋す る こ と が多い . 今回, 痔痛コ ン

トロ
ー ル 不良な 三叉神経領域帯状癌疹痛に メ キシ

レ チ ン が奏効 した 2 症例 を経験 した . 2 症例 と も

発症後 2 週間後より同部位に痔痛出現 . S G B , イ

オ ン トフ ォ レ - シ ス
, 経 口療法等で の 治療を行 な

うが , 日常生活上の 制限を来た し, 痔痛コ ン トロ

ー ル不良の まま約 1 ケ 月半経過 . リ ドカイ ン ドラ

ッ グチ ャ レ ン ジテ ス ト の 反応 は症例 1 V A S I O -

7
, 症例 2 V A S I O - 6 . メ キシ レチ ン 内服 に移行 し

たと こ ろ
,
2 症例と も療病の 改善を言忍め , その 後

良好 な痔痛コ ン ト ロ
ー ル を得た . 水癌帯状抱疹ウ

イ ル ス の 活動 に起 因 し た神経 の 損傷 により ,
N a

チ ャ ネ ル が蓄積, 異所性興奮して い る状態 にあり,


